
学

問

と

こ

と

ば

こ
と
ば

を
調

べ
て
い
く

と
、
他

の
学
問

に
首

を

つ

っ
こ
ま
ざ

る
を
え
な
く
な

る
こ
と
が

し
ば

し
ぼ

あ

る
。
近
代
漢
語

の
ば
あ

い
も

そ
う

で
あ

る
が
、

不
幸

に
も
も

ち
ま
え
の
盲
蛇

に
怖

じ
ず
精
神

(根

性
?
)
が

そ
れ

に
拍
車

を
か
け
る
。
以

下
は
、
法

律
語
の
話
。
1

日
本
の
近
代
法
学
は
旧
刑
法
の

編
纂
、
制
定

か
ら
始
ま

っ
た
。
も

っ
と
も
旧
刑
法

以
前

に
も

「
新
律
綱
領
」

「
改
定
律
例
」

な
ど
が

あ

っ
た
が
、
封
建
的

・
前
近
代
的

な
も

の
で
あ

っ

た

(
じ

つ
は
そ
こ
に
み
ら
れ

る
用
語
も
現
代

に

つ

な
が

る
も

の
と
し
て
重
要

で
あ

る
が
今

は
割
愛
す

る
)
。
旧
刑
法

の
編
纂

は
明
治

八
年

か

ら
司
法
省

で
始

め
ら
れ
、

ボ

ア
ソ
ナ
ー
ド
の
草
案
起
草
、

そ

の
翻

訳
、
会
議
、
修

正
と
い
う
手
続
き

の

の
ち
、

審
査
局
、

元
老
院

を
経

て
制
定
、
明
治

一
三
年
公

布

、
同

一
五
年
施
行

さ
れ

た
こ
と
は
周
知

の
事
実

藁

科

勝

之

で
あ

る
。

こ
こ
で
問
題

に
す

る
の
は
、
刑
法
学
上

重
要
な
概
念

の

一
つ
で
あ

る
と

こ
ろ
の
、
作
為
、

不
作
為

と
、
そ
れ

を
表
現

す
る
こ
と
ぽ

で
あ

る
。

ボ

ア
ソ
ナ
ー
ド
は
、

日
本
刑
法

を

フ
ラ
ン
ス
刑

法

よ
り

一
層
す
ぐ
れ

た
も

の
と

す
る
た
め
に
、

そ

の
第

一
条

に
お
い
て
、
法

で
罰

せ
ら

れ
る
行
為

と

は
何

か
、
そ

の
概
念

を
明

示
、
規
定

し
よ
う
と
し

た
。

こ
れ

は

フ
ラ

ソ
ス
刑
法

に
は
な
か

っ
た
も

の

で
あ

る
。
↓
o
葺
o
㊤
o江
o
口
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0
ヨ
誌
匹
o
⇒

窟

巳
o
冨
同

冨

δ
戸
⑦
ω什
q
器

ぎ
坤
碧
臨
o
昌

(草
案

、
第

一
、
二
稿

)

こ
れ

を
司
法
省

の
会
議

で
は
次

の
よ
う

に
訳
し

て
い
る

(
日
本
刑
法
草
案

会
議
筆
記
)
。

凡
葎

二
於
テ
罰
奇

キ
所
為
綾

勢

瀞

僅

及
ヒ
懈
怠
輳

認

鶯

・
罪
・
ス

碧
菖
o
昌

を

「
所
為
」
、
o
巳

・゚°。
δ
口

を

「
懈
怠
」

と
訳
し
た
が
、
そ
の
内
容

を
割

注

の
形

で
説

明
し

た

の
は
、
訳
語
が
そ

の
概

念
を
過
不
足
な
く
あ
ら

わ
し

て
は

い
な

か

っ
た
か
ら

で
あ
る
。
な
お

碧
-

氏
o
嵩
と

o
ヨ
凶ω
匹
o
p

の
訳
語
に

つ
い
て

つ
い
で

に

記
せ
ぽ
、
磯
部
四
郎
は

『
日
本
刑
法
草
案

直
訳
』

で
、
そ
れ
ぞ
れ

「
所
為
」

「
欠
為
」
と
し
、
ま

た

.
ボ

ア
ソ
ナ
ー
ド

の

『
刑
法
草
案
註
釈
』
(
小
山
田
・

中
村

・
森
訳
、
H
°。
G。
①
)

で
は
、
「
所
為
」
「
欠
遺
」

と

し
て
い
る
。

p
9
δ
μ

〔所
為

〕
と

は
、
し
て

は
な
ら

ぬ
こ
と

を
す

る
こ
と

(
作
為
)
、

。
疑

ωωδ
ロ

〔
懈
怠
、
欠

為
、
欠
遺
〕
と

は
、
な
す
べ
き

こ
と
を

し
な

い
こ

と

(
不
作
為
)

で
あ

る
。
上

は
、
罪

(
犯
罪
)

の

概
念
を
規
定

し
た
条
項

で
あ
り
、
犯
罪
行
為

に
は

二
種
類
あ

る
こ
と
を
述

べ
た
も

の
で
あ

る
、
会
議

で
問
題

と
な

っ
た
の
は
、
と
く

に

o
巳

・゚°。δ
⇔

で

あ
り
、
そ

の
法
学
上

の
概
念
と
そ

の
訳
語

で
あ

っ

た
。
ボ

ア
ソ
ナ
ー
ド
は
司
法
委
員

の
鶴

田
に
そ

の

具
体
的
事
例
を
あ
げ

て
説
明

し
た
が
そ

の
あ
と

の

や
り

と
り

を
抜
粋

し
て
み
よ
う
。

鶴
∵
:
然
川ラ
バ

ヲ
ミ
ツ
シ

ヨ
ン
ト

ハ
懈
怠

ト
云

フ

コ
ト
ナ

ル
ベ

シ

ボ
…
仏
国

ニ
テ

ハ
両
様

ト

モ
簡
易

二
其
意
味

ヲ

一1g



含

ム
ベ
キ
語

ア

レ
ド

モ
日
本
語

ニ
テ

ハ
之

ヲ

一
懿
順
二
含

マ
シ
メ
聾
卅カ
ル
ベ
シ

鶴
…
日
本
文

ニ
ハ

(
中
略
)
原
語

二
適
当

ス
ベ

キ
好
訳
語

ナ
キ

ヲ
如
何

セ
ソ

(
中
略
)
此

二

語

ハ
日
本

滑コ
ア
所
謂
有

心
故

造

ト
過
誤
失
錯

ト
ノ
区
別

二
同
ジ

コ
ト
ナ
ル
ベ

シ

(有

心
故

造

と
は
故
意

、
過
誤

失
錯

と
は
過

失

の
こ
と

ー
筆

者
注
)

ボ
…
否
。

ア
ク

シ
ヨ
ン

ニ
モ
有

心
故
造

ト
過
誤

失
錯

ト

ア
リ
。

又

ヲ
ミ

ツ
シ

ョ
ン

ニ
モ
亦

此

ニ

ツ
ヲ
含

メ
丿

鶴

…
旧
本

ニ
ハ

(中
略
)
適
当

ノ
訳
語

ナ

シ
。

已

ム
ヲ
得

ズ
粗
近
似

ノ
字

ヲ
嗔

ジ
用

ヒ
タ

ル

迄

ナ
リ

(
日
本
刑
法
草
案
会
議
筆

記
)

一
般

に
行
為

と
は
、何

か
を
な
す
こ
と
で
あ
る
。

し
か
し
、
な
さ
ざ
る
こ
と
も

一
種

の
行
為

で
あ
ろ

う
。
碧
臨
o
ロ

o
巳

・゚匹
8

い
ず
れ

も
行
為

そ
の
も

の
は
存

在
す
る
。

し
か
し
、
そ
れ
を
法

学
上

の
概

念

と
し
て
区
別

し
て
規
定

し
、
位
置

づ
け
、
適
切

な
こ
と
ば
で
表

現
す
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
。

い
わ
ば
、
そ
れ
ま
で
存

在
し
な
か

っ
た
こ
と
が
ら

を
表
現

し
よ
う
と

い
う

の
で
あ
る
か
ら
、
と
り
あ

え
ず
翻

訳
は
し
た
も

の
の
、
ま
に
あ
わ
せ
を
ま
ぬ

か
れ
な
い

の
は
し
か
た
が
な
か

っ
た
。

ボ

ア
ソ
ナ

:
ド

は
こ
の
点

に

つ
い
て

「
篤

ト
熟
考

セ
ラ

レ
ソ

コ
ト
ヲ
乞
」
と
願

っ
た
が
、
ど
う

し
た
わ
け

か
旧

刑
法

の
条
項

に
は
生

か
さ
れ
な

か

っ
た
。

「
日
本

ノ
刑
法

ノ
最

良

二
制
定

ア
ラ
ソ

コ
ト
ヲ
欲
」
す

る

彼
は
、
「
刑
法
草

案
註
釈
」
に

お
い
て
次

の
よ
う

に

述

べ
、
新
刑
法
制
定

に
向
け

て
の
宿

題
と

し
た
。

コ
コ
ニ
文
辞
上
第

一
ノ
困
難

ノ
現
出

ス
ル
モ

ノ
ア
リ
。
蓋

シ
犯
罪

ニ
ハ
ニ
様

ア
リ

テ
法
律

ノ
禁

ス
ル
所

ヲ
為

ス
モ
ノ
ア
リ
、
又
法
律

ノ

命

ス
ル
所

ヲ
為

ス
ヲ
怠

ル
モ
ノ
ア
リ
○

第

一

ノ
場
合

二
於

テ

ハ
行
為

二
因

リ
テ

過
失

ア

コ
ン

ミ

ツ

シ

ヨ
ン

リ
、
又
第

ニ
ノ
場
合

二
於

テ

ハ
欠
遺

二
因
リ

ヲ

ミ

ツ

シ

ヨ

ン

テ
過
失

ア
リ

ト
謂

フ
ヲ
得

可

シ
。
実
際

二
於

　

　
　

テ

ハ
行
為
犯
及

ヒ
無

為
犯

ト
云

フ
ヲ
慣

例
ト

デ
リ
ユ
　
ヂ
ナ
ク
シ
ヨ
ン

デ
リ
　
　
ダ
ク
シ
ヨ
ン

ス
。
行
為

ト
欠
遺

ト
ノ
意
義

ハ
日
本
文

二
於

テ

モ
尚

ホ
判
然

コ
レ
ヲ
訳

ス

ル
ヲ
望

マ
シ
キ

コ
ト

ナ
リ

ト
ス

菅
鮎
鉱
津

畠
.碧
江
o
ロ

霙
自
①
一搾

α
ぼ
穹
ユ
o
旨

こ

の
末
尾

に
、
9
9
δ
口
と

o
巳

。・
巴
o
p

と
の
区

別

の
意
義

と
そ
の
訳
語

に

つ
い
て
説

い
て
い
る
。

現

行
刑
法

で
は
作
為

・
不
作
為

と
い
う

が
、

こ
れ

は
新
刑
法
が

よ

っ
た
ド
イ
ツ
法
学

と
そ
の
訳
語

に

よ
る
の
だ
ろ
う

か
。
今

で
は

「
不

作

為
」

に

も

「
真
正

不
作
為
」
と

「
不
真
正
不
作
為
」

の
区
別

が
認

め
ら
れ
て
い
る
が
、
あ

い
に
く
上

で
は
、
前

者

だ
け
が
説

か
れ
、
後
者

の
問
題

に
は
ふ
れ
ら
れ

て
い
な
い
も

の
の
、
本
書

が
当
時

の
刑
法
解
釈

の

指
導
的
役
割

り
を
果

た
し
た
と
い
わ
れ
る
点

を
考

え
る
と
、

こ
の
説

の
刑
法
学
上

の
歴
史
的
意
義

は

大
き

い
と
い
わ
ざ

る
を
え
な
い
。

し
た
が

っ
て
、
9
9
δ
昌
と

o
巨

・゚ω
δ
昌

の
訳
語

も

ま
た
同
時

に
重
要

な
問
題

で
あ

っ
た
は
ず

で
あ

る
。

こ
れ
ま

で
み

て
き

た
と
こ
ろ
で
は
、
前
者

に

は

「
所
為
、
行
為
」

の
二
語
、
後
者

に
は

「
欠
為

懈
怠
、
欠
遺
」

の
三
語
が
用

い
ら

れ
て
い
る
。
と
く

に
後
者

の
う

ち
欠
為

は
新
造
語

と
思

わ
れ

る
。
ま

た

「
懈
怠
」

(
お
こ
た
る
、
な
ま

け
る
)
、
「
欠
遺
」

(
欠
け

お
と

さ
れ

て
い
る
、
不
十
分
な
)

の
二
語

は
既
存

の
こ
と
ぽ

を
利
用

し
た
訳
語

で
あ

る
が
、

直
接

に
は
何
を
出
典
と

し
て
い
る
の
か
興
味
が
も

た
れ

る
。

し
か
し
い
ず
れ
も
現
代

で
は
死
語
と
な

っ
て
い
る
。
け
れ
ど
も
当
時

の
法
律
家

の
問

で
は

実
際

に
使
わ
れ

て
い
た
生
き

た
こ
と
ば

で
あ

っ
た

ろ
う
。
幾
多

の
こ
と
ば

の
生
成
消
滅

の
の
ち

に
現

代
語
が
生
ま
れ

た
。
そ

の
基
礎

の
多
く
を
近
代
語

が

つ
く

っ
た
が
、
近
代

の
学
問
と

こ
と
ぽ
と

の
か

か
わ
り

を
示
す

一
例
と

し
て
、
以
上
私

の
近
代
語

研
究

の

一
コ
マ
。
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